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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢者（シニアボランティア）による自然体験活動支援プ

ログラムが子どもと高齢者の心身の健康に及ぼす影響について明らかにすることを目的とした。

分析の結果、自然体験活動支援プログラム後に子どもの自己効力感得点は上昇し（P<0.05）、高

齢者の精神的満足感と社会的ネットワークは向上していた。本プログラムの実施が、参加した

子どもと高齢者の双方の心身の健康に有益な影響を与えうる可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：This study was to clarify the support program for the children’s 
activities in a natural environment offered by the senior volunteers and its influence 
on seniors and children's physical and mental health. From the results of analysis, 
through engaging in the program, the scores of self-efficacy was significantly increased 
in children (P<0.05), and mentally satisfaction and social networks were promoted in 
senior volunteers. This support program will have good potentials to improve the seniors 
and children's physical and mental health status. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００９年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２０１０年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２０１１年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    

  年度    

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 

 

研究分野：健康教育学 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学、応用健康科学 

キーワード：高齢者、ボランティア、自然体験、子ども、心身、健康 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)  子どもの心身の健やかな発達と健全
な青尐年の育成を目指して、子どもが自然体
験活動を行う試みは、近年活発化している。
国内においては、文部科学省スポーツ・青尐
年局青尐年課により、平成 17 年度に農林水

産省、国土交通省といった省庁との連携のも
と、子どもの自然体験活動の推進が図られ、
「報告書：青尐年の自然体験活動の充実に向
けて－青尐年の都市と農山漁村の交流活動
推進に関する調査研究事業－」としてまとめ
られた。平成 18 年度以降も継続的に実施さ
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れ、平成 20 年度からは「青尐年体験活動総
合プラン」として発展している。最近は、こ
れら活動の支援者として高齢者の参加が増
えており、関心が高まっている。 

しかしながら、これら自然体験活動が参加
者である子どもや高齢者の心身の健康にい
かなる影響を及ぼすのかについて明らかに
した研究報告はみられず、特に子どもと高齢
者が自然体験活動を通じて交流するといっ
た視点から、彼らの心身にいかなる影響を及
ぼすのかについては、ほとんど研究が行われ
ていない。 

国外においても同様であり、子どもや高齢
者、障害者に対して自然体験活動を提供し、
心理社会的機能に良い影響を与えていると
いった報告は数多くみられるものの、子ども
と高齢者が自然体験活動の中で交わり、その
効果について分析した報告はみられない。自
然体験活動ではないが、高齢者が小学校教育
へ参加することの意義を明らかにした研究
として、アメリカ合衆国やイギリス等におけ
る「Experience Corps プロジェクト」がある
（Fried et al，2004,2008）。 

自然環境の中での子どもと高齢者の交流
が、彼らの心身の機能にいかなる影響を及ぼ
し得るかについて明らかにすることは、国内
外ともに未だ十分な知見が得られていない
現状から、緊急度が極めて高い先進的研究と
位置づけられると考える。 

 
２．研究の目的 
(1) 自然体験活動が子どもの心身へ及ぼす
影響に関する基礎的資料を得る目的で、キャ
ンプ活動への参加が子どもの精神的健康度、
自己効力感、生活習慣、規範意識、友人関係
に及ぼす影響について検討を行った。 
(2) 子どもの心身の健やかな発達と健全な
青尐年の育成を目指して、子どもが自然体験
活動を行う試みが、近年活発化している。こ
うした中、兵庫県神戸市・国営明石海峡公園
神戸地区棚田ゾーン(栗林地区)において、日
本ユニセフ協会と栗林地区に関わる個人、行
政、大学、研究機関が連携し、「子ども参加
型公園づくり・ユニセフパークプロジェクト
(UPP)」を企画した。本研究では、UPPに参加
した子どもの意識の変化をグループインタ
ビューにより、明らかにすることを目的とし
た。 
(3) A市の小学校に通学する小学校 1年生か
ら 6年生（22名）、及び同市内に在住する 70
歳以上の高齢男性（3 名）に対して、自然体
験活動（兵庫県姫路市大釜地区の里山）を中
心とした世代間交流事業を実施し、その効果
について検討を行なった。また、小学 5・6
年生の児童を対象として、彼らが小学 2・3
年時に 2年間にわたって受けたシニアボラン
ティアによる小学校教育支援プログラムの

影響について検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究参加者は、宿泊が伴うキャンプ活
動に参加した小学 4年生から中学 1年生の男
女 15 名(男子 8 名、女子 7名。以下キャンプ
群)と某市立 A小学校 4年生から 6 年生の男
女 145名(男子 61名、女子 84 名。以下対照
群)であった。調査は、指導者及び先生の指
導のもと、自記式アンケート調査法により実
施された。調査時期は、キャンプ事前、直後、
1 ヵ月後の 3 回であった。調査項目は、先行
研究を参考にして、「基本的属性」「自己効力
感」「不定愁訴」「生活習慣」「規範意識」「友
人関係」を採択した。対照群を、これまでの
キャンプ経験をもとに、3群に分類した。 
(2) 参加者は、幼稚園児から小学校 6年生
までの 29人(男子 17人、女子 12人)、ファ
シリテーター(FA)18 人(中高齢者を含む社会
人 7人、大学生 11人)、日本ユニセフ協会兵
庫県支部員 6人、保護者 8人、スタッフ 8人
であった。プログラムの内容は、「オープニ
ングプログラム」「ユニセフプログラム(日本
ユニセフ協会兵庫県支部):ユニセフの活動」
「水問題がもたらす世界の子どもの現状・水
問題に悩む世界の子どもの現状」「水くみ・
水運び体験」「公園づくりプログラム」「FAの
指導でビー玉などを埋めた平板を児童が各
自 1枚作成」「クロージングプログラム」で
あった。プログラムの終了後、各プログラム
について、聞き取り調査を行った。 
(3) 小学生に対しては「運動をする時間」
「自然体験活動以外の屋外で遊ぶ時間」「高
齢者イメージ」「不定愁訴」についてアンケ
ート調査、高齢者に対しては「健康度自己評
価」「日常生活行動」「運動習慣」「外出行動
の実態」「転倒の有無」「役割感」「生きがい
感」等に関する個別インタビューをそれぞれ
実施した。また、研究参加者は小学校教育支
援プログラムを受けた A小学校 5・6年生 70
名、教育支援プログラムを受けていない B 小
学校 5・6年生 120 名であった。両校の児童
に対して、「SD法による高齢者イメージ短縮
版」「学校生活」、A 小学校の児童に対しての
み「小学校教育支援プログラムの思い出」に
ついて、自記式アンケート調査法により回答
を求めた。 
 
４．研究成果 
(1) 自己効力感の合計点について、キャン
プ群の事前と直後、事前と事後の間に有意な
差がみられ、他群では有意な変化はみられな
かった。野外活動に参加し、自然生活を経験
することは、子どもの自己効力感の向上に効
果的であることが示唆された。不定愁訴出現
率を 4群間で比較したところ、キャンプ群の
子どもたちは他の 3 群の子どもたちよりも、



各項目の不定愁訴出現率が低く、健康的な子
どもは多いことが示唆された。各調査時期別
に不定愁訴数平均値を 4群間で比較したとこ
ろ、事後においてキャンプ群と他の 3群の間
で有意な差がみられた。野外活動を経験する
ことが子どもの不定愁訴の改善に結びつく
ことが示唆された。就寝時刻、起床時刻、朝
食および夕食の摂取状況、友人関係について
は、各調査時期の間で変化はみられなかった。
自然体験活動への参加が、子どもの自己効力
感の向上と不定愁訴の抑制に影響を及ぼす
ことが示唆された。 
(2) 参加した児童を 4 グループに分けて、
グループインタビューを行った。質問 1「楽
しかったこと」は、「セメントの平板づくり。
水を運んだこと。ゲームや踊ったこと。地元
のご飯を食べたこと」、質問 2「水と世界の子
どもたちのいのちについて」は、「世界にそ
ういう子どもたちがいることを知られてよ
かった。水を運ぶのが大変なのに、水がない
と生きていけない。水があんなに汚かったら
飲めない。自分たちにできることはないかと
考えた」、質問 3「公園の園路づくりに参加し
て」は、「難しかったけど、また作りたい。
ビー玉を埋めるのが楽しかった。きれいな道
になったらいいなと思った」等の回答が得ら
れた。世代間交流を通じた自然体験活動が、
子どもの環境に対する意識の変容に寄与し
得ることが示唆された。 
(3) 分析の結果（図）、自然体験活動・教育
支援活動の前後で小学生児童の高齢者イメ
ージは向上していることがわかった。高齢者
においては、役割感、生きがい感が増してい
ることが認められた。自然体験活動が子ども
と高齢者の双方に良い影響を及ぼすことが
示唆された。A 小学校の児童の方が B 小学校
の児童より、有意に高齢者イメージは高かっ
た（P＜0.05）。A 小学校の児童に対して、高
齢者イメージを「一般高齢者」と「シニアボ
ランティア」に分けて回答を求めたところ、
シニアボランティアの方が一般高齢者より
「正しい」「忙しい」「はやい」「大きい」「強
い」のイメージ得点が有意に高かった（各
P<0.05）。 
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